
















































































































































































































































甘　味 塩　味 酸　味 うま味 苦　味 甘　味 塩　味 酸　味 うま味 苦味
体重 一〇．183 一〇．507＊＊ 0，069 0，131 一〇．025 一〇．209 一〇．131 0，006 一〇．221 一〇．060
体水分量 一〇。226 一〇．480＊＊ 0，282 0，107 0，072 一〇．195 一〇．058 0，256 一〇．137 0，067
BMI 一〇．197 一〇．405＊ 0，196 0，156 一〇．025 0，273 一〇．025 0，163 一〇．250 一〇．101
体脂肪率 一〇．073 一〇。290 0，020 0，204 一〇．094 一〇．177 一〇．092 一〇．054 一〇．269 一〇．184
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女性の味覚と月経周期・体組成
すプロゲステロンの知覚鈍麻作用や，プロゲステ
ロンによるエストラジオール受容体数の減少が影
響していると推察されている6・19）．今回の結果は，
黄体期の女性あるいは妊婦では味覚が鈍麻すると
いう通説と合致するものであった．
　一・方，酸味については，今回の研究では黄体期
において認知閾値の低下，つまり感受性の上昇が
見られたが，これは坂口ら20）の報告と同様である．
通常，妊婦は酸味を好むとされているが，今回の
結果はこれと符合している可能性がある．
うま味に関して
　今回の研究は，生殖年齢の女性に関する従来の
調査では採用されていなかった「うま味」を含め
た5味覚で行った。うま味の味覚閾値は，卵胞期
と黄体；期で差がなく，また，半数近くの者が濃度
5でも判別できなかった．うま味以外の4味覚がそ
の味に特徴があり表現し易いのに比べて，うま味
は刺激がなくまろやかで味に特徴がなく表現しに
くいことが理由として考えられる．今後，濃度の
設定の検討や例数を重ねていくことが必要である．
体組成と味覚閾値の関係
　塩化ナトリウムは私たちの体を構成する数十兆
個の細胞を取りまく細胞外液の主成分として重要
なもので，生命を維持するために必ず摂取しなく
てはならないものである．したがって塩味覚は，
電解質バランスを整えるための非常に重要な役割
を担っていると考えられる．権藤ら21）は，減：塩食
により尿中ナトリウム排泄が減ると塩味覚は敏感
になり，高塩食に戻した直後には甘味・苦味をよ
く識別したと報告している．また水本ら22）の研究
より，妊婦においてみられる塩味覚感受性の低下
は，循環血漿量増加に見合う塩分の必要量増加に
よって生じた生理的変化と考えられている．今回
の研究では，黄体期において塩味認知閾値と体重
・体水分量・BMIとの正相関は認めなかった．し
かし，卵胞期において塩味認知閾値と体重・体水
分量・BMIが有意な負の相関を示していたこと
より，卵胞期と黄体期のホルモン環境の差異が塩
味味覚と体水分量の関係に影響を及ぼしている可
能性が示唆された．
　いくつかの報告で，肥満者では味覚感受性が低
下することが報告されている。水沼らの調査3）で
も，体脂肪率の増加に伴い味覚感受性が低下する
ことが示されている，しかし，今回の対象では，
体脂肪率と味覚閾値には有意な相関は認めなかっ
145
た．これは，今回の対象の年齢が20～30代である
ため，明らかな肥満者が含まれていなかったこと
が関係していると推察される．
おわりに
　今回，生殖年齢の女性の味覚の傾向と月経周期
・体組成との関連について調査を行い，月経周期
や体組成との関連が一部の味覚においてみられた．
人間の味覚は様々な要因によって左右されるもの
であり，常に多面的・多角的に諸要因を考慮して
いく必要がある．そして，エビデソスのある保健
指導を検討するために，今後もデータを重ね検討
が必要である，
　稿を終えるにあたり，本研究にご協力いただいたボ
ランティアの皆様に心より感謝申し上げます．また，
終始，懇切丁寧なご指導・ご校閲を賜りました鳥取大
学医学部医学科機能形態統御学講座統合生理学分野
井元敏明准教授ならびに保健学科生体制御学講座生体
機構学分野　笠木健教授，またこ校閲を賜りました保
健学科病態検査学講座病因・治療管理学分野　周防武
昭教授に厚くお礼申し上げます．
　なお，本研究は平成17年度鳥取大学医学部同窓会研
究助成を受けて行った．
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